
　
　
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

　
　
に
関
す
る
法
律
（
平
成
19
年
法

律
第
94
号
）
第
3
条
第
1
項
及
び
第

22
条
第
1
項
に
基
づ
き
、
平
成
21
年

度
決
算
に
よ
り
算
定
し
た
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
算
定
の
結
果
、
平
成
20
年
度
決
算

に
比
べ
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健
全
化
基

準
を
超
え
る
た
め
、
引
き
続
き
財
政

健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
国
に
提
出
し
て
い
る
財
政

健
全
化
計
画
を
も
と
に
健
全
化
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
健
全

化
に
向
け
て
は
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
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青
山
助
教
は
、
有
珠
山
の
噴
火
活

動
の
特
徴
を
、「
周
期
性
」「
前
兆
地
震

活
動
」「
大
き
な
地
殻
変
動
」「
多
様
な

噴
火
様
式
」
の
4
つ
に
ま
と
め
、
四

十
三
山
噴
火
か
ら
2
0
0
0
年
噴
火

ま
で
の
4
回
の
噴
火
に
つ
い
て
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測

量
な
ど
で
の
正
確
な
噴
火
位
置
の
予

測
や
噴
火
時
期
の
中
長
期
的
な
予
測

に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

　
吉
本
助
教
は
、
有
珠
山
と
駒
ヶ
岳

の
噴
火
を
比
較
し
な
が
ら
、
噴
火
の

推
移
を
予
測
す
る
上
で
「
マ
グ
マ
物

質
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

一
人
ひ
と
り
が
正
確
な
知
識
を
身
に

つ
け
る
防
災
教
育
の
必
要
性
を
説
き

ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
推
進
が
効
果
的
な
火
山
防
災
対

策
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

有　　
珠
山
噴
火
か
ら
10
年
を
迎
え
、

　
　
次
へ
の
噴
火
に
備
え
よ
う

と

「
2
0
0
0
年
有
珠
山
噴
火
10
周
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
洞
爺
湖
町
」
（
主
催

有
珠
火
山
防
災
会
議
協
議
会
）
が
、

９
月
24
日
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
若
手
研
究
者
の

有
珠
山
の
現
在
の
状
況
や
こ
れ

か
ら
の
噴
火
予
測
に
つ
い
て
の

講
演
に
、
参
加
し
た
約
80
人
が
、

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り
ま
し

た
。

　
講
師
は
、
北
大
大
学
院
理
学

研
究
院
の
青
山
裕
助
教
＝
火
山

地
震
学
＝
と
吉
本
充
宏
助
教
＝

火
山
地
質
学
＝
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
分
野
に
つ
い
て
講
演
を

し
ま
し
た
。 次の噴火に備える

噴火10周年
フォーラム開く

（単位：％）１．健全化判断比率

区　　分 Ｈ21比率 Ｈ20比率

※各比率の「－」は、赤字又は資金不足がないことを表す。

早　　期
健 全 化
基　　準

財政再生

基　　準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

－

－

 28.3

198.4

－

－

 29.8

240.3

14.98

19.98

25.0

350.0

20.00

40.00

35.0

－

（単位：％）２．資金不足比率

会　計　名 Ｈ21比率 Ｈ20比率

※各比率の「－」は、赤字又は資金不足がないことを表す。

経　　営
健 全 化
基　　準

水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

公共下水道事業
特 別 会 計

－

－

－

－

－

 －
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20.0

20.0

若手研究者の講演に耳を傾ける参加者若手研究者の講演に耳を傾ける参加者


